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令和７年蘭越町議会第４回臨時会会議録　 

 

○開会及び閉会 

　　令和７年１０月２８日 

　　　開　会　　午前１０時００分 

　　　閉　会　　午前１０時３１分 

 

○出席及び欠席議員の氏名 

　　出席（１０名）　１番　　佐々木雄三　　　２番　　北山　正一 

３番　　淀谷　　融　　　５番　　金安　英照 

６番　　向山　　博　　　７番　　難波　修二 

８番　　赤石　勝子　　　９番　　栁谷　　要 

１０番　永井　　浩　　　１１番　熊谷　雅幸 

　　 

欠席（　０名）　 

 

○会議録署名議員 

　　３番　淀谷　　融　　５番　金安　英照 

 

○説明のために出席した者の職氏名 

　　町　長　　　　　　金　　秀行　　　副町長　　　　　　　小林　俊也 

教育長　　　　　　渡邊　　貢　　　総務課長　　　　　　梅本　聖孝 

税務課長　　　　　名越　義博　　　住民福祉課長　　　　福原　明美 

健康推進課長　　　谷口　敦哉　　　農林水産課長　　　　田縁　幸哉 

建設課長　　　　　北山　誠一　　　商工労働観光課長　　水上　昭広 

総務課参事　　　　亀山　　亨　　　教育次長　　　　　　今野　　満 

　　 

○職務のため出席した事務局職員 

　　事務局長　　津村　智之　　　　書　記　　及川　拓真 
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○議事日程 

　　日程第１　　会議録署名議員の指名 

　　日程第２　　会期の決定 

　　日程第３　　町長の行政報告及び提案理由の大綱説明 

　　日程第４　　議案第１号　　令和７年度蘭越町一般会計補正予算（第６号） 

　　日程第５　　報告第１号　　所管事務調査の結果報告について（総務文教常 

　　　　　　　　　　　　　　　任委員会） 
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○議長（熊谷雅幸）　ただいまの出席議員は１０名であります。 

これより、令和７年第４回蘭越町議会臨時会を開催いたします。 

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

説 明 出 席 者 に つ き ま し て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て お り ま す の で 、 御

了 承 願 い ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸）　日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ ２ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 ３ 番 淀 谷 議 員 、 ５

番 金 安 議 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸）　日 程 第 ２ 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り 願 い ま す 。  

７ 番 難 波 議 員 。  

 

○ ７ 番 （ 難 波 修 二 ） 　 令 和 ７ 年 第 ４ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り ま

し て 、 議 会 運 営 委 員 会 の 決 定 事 項 を お 知 ら せ い た し ま す 。  

会 期 は 本 日 １ 日 間 と い た し ま す 。  

日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り 行 い た

い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り 、 よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど お 願 い を い た

し ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 お 諮 り し ま す 。  

た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 、 本 日

１ 日 間 と い た し ま す 。 こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 会 期 は １ 日 間 と す る こ と に 決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 説 明

を 願 い ま す 。  

金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行 ） 　 お は よ う ご ざ い ま す 。  

第 ４ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 を 招 集 し ま し た と こ ろ 、 大 変 御 多 用 の 中 、 議 員
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の 皆 様 方 の 御 出 席 を い た だ き ま し て 、 本 臨 時 会 が 開 催 で き ま す こ と を 、 ま

ず も っ て お 礼 を 申 し 上 げ た い と 存 じ ま す 。  

第３回蘭越町議会定例会が開催されました９月１６日以降の行政報告につい

ては、お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知らせしたい行事

等について、口頭で報告を申し上げます。  

１ページ、９月２４日、水曜日、１４時から、この日は都市部でらんこし米

のおいしさを知ってもらおうと、札幌市の大丸札幌店正面入口において、らん

こし米無料配布ＰＲ事業を行っております。  

私と蘭越高校生５名、蘭越町議会熊谷議長、ＪＡようてい水稲生産組合大友

組合長にも参加をいただき、らんこし米３００ｇを無料配布しました。配布前

には２００名ほどの行列ができ、用意した５００袋のらんこし米は２０分あま

りでなくなり、昨今の米高騰などで盛況のうちに終了いたしたところでござい

ます。  

９月２5 日、木曜日、８時３０分から、この日は第２８回こぶし杯パークゴ

ルフ大会が昆布１００年の森パークゴルフ場で開催され、大会長として歓迎の

御挨拶を申し上げております。  

当日は、雨にもかかわらず近隣町村から参加された９５名の選手が優勝を目

指しプレーを楽しまれました。  

また、競技終了後には、表彰式・抽選会が幽泉閣で行われ、らんこし米をは

じめとする、蘭越町の特産品や入浴券など豪華賞品に感激をされていたところ

でございます。  

９月２６日、金曜日、１４時から、この日は６月１０日に発生した北海道

電力株式会社蘭越発電所取水堰下流におけるサクラマス大量死に係る再発防

止について、北電の湯浅水力部長、小樽開発建設佐々木次長、小樽建設管理

部檜森事業室長ほかが来庁され、小林副町長と担当課職員が対応をしており

ます。  

北電からの具体策としては、カメラを新設して魚道や堰の越流を監視し、

場合によっては排砂門から放流し早期の塵芥処理を行なうこと、週１回、  

定期パトロールを実施することなど、さらには、小樽建設管理部から取水

堰下流の深水が２０ｃｍから３０ｃｍの約１００ｍの区間で掘削を行い、深

水５０ｃｍが確保できるよう年度内に施工すること、さらに、北電から日本

海さけ・ます増殖事業協会に対して、さけ・ます増殖事業に対する協力金を

支払う旨の説明があったとの報告を受けたところでございます。  

２ページ、１０月６日、月曜日、１１時から、この日は、６月に開催された

第２回蘭越町議会定例会において、推薦同意をいただきました、人権擁護委員　
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徳光茂氏に対し、法務大臣からの委嘱状の伝達を行いました。 

徳光茂氏においては、平成２６年から人権擁護委員として活動されており、

町内の各小中学校で人権擁護教室を開催するなど、人権の大切さについて理解

を深める様々な活動を行っており、今後においても啓発活動を活発に行ってい

ただけると期待しているところであります。  

１０月７日、火曜日、１３時１０分から、この日は災害対策本部運営訓練

を役場３階会議室で実施しております。  

近年、全国各地で地震の発生や線状降水帯による豪雨、竜巻などの異常気

象が頻発し、災害の少ない本町においても、今後、気候変動に伴う洪水や土

砂災害などの発生が予見されることから、迅速適切な災害対策本部を立ち上

げ、また、本部員が機能的に対処できるよう、渡島総合振興局の鎌田危機対

策推進幹を講師に招き、本部員となる課・局長を対象に訓練を行っておりま

す。  

前段に、災害対策本部の意義や組織、機能等の解説、先に発生しましたカ

ムチャツカ半島地震における渡島地域での津波対応の振り返り等の防災講話

や、各種災害状況に応じたグループ討議や発表など、講師の危機対策推進監

の創意ある訓練の実施により、大変有意義な研修となったところでございま

す。  

災害対応は、平時の訓練と備えがなければ危機への対策は難しいとのこと

でありますので、今後も緊急時を想定した各種訓練等を実施しながら、防災

に関する職員の知識・技能の習得に努め、危機管理体制の構築を進めてまい

ります。  

１０月１０日、金曜日、この日は、町内に居住する高齢者世帯、障害者世

帯、子育て世帯などに対し地域において安定した生活を営んでいただけるよ

う、冬期間の暖房費用等の一部を助成する福祉灯油等助成券を交付いたしま

した。  

当日は、対象の２９２世帯を町内を３地区に分け、各家庭を訪問させてい

ただき、商工会の商品券を交付いたしたところです。  

１０月１１日、土曜日、９時から、この日は蘭越町スポーツ協会がスポー

ツの日を記念して、毎年開催しております蘭越町ロードレース大会に名誉大

会長として参加いたしました。  

今回で５９回目となる大会には、幼児の親子マラソンから一般５部、７０

歳以上まで、保護者を含め９３名の選手が出場されました。  

秋晴れの中、絶好のコンディションでレースは行われ、中学２年生男子、

成年男子、一般男子５部の組では、大会記録が更新されており、出場された
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選手は、ゴールを目指して心地よい汗をかきながら全力で駆け抜けておりま

した。  

１０月１１日、土曜日と１２日、この日は一般社団法人蘭越町観光物産協会

主催による、第５回らんこし新米祭りが山村開発センター及び役場周辺で開催

され、主催者から依頼されたじゃんけん大会のリーダーとして参加をしたとこ

ろです。 

主催者からの報告では、２日間で約６，４００人が来場され、お米に関しま

しては町内から１９件の生産者による新米が昨年より４トン多い、約１３トン

販売し、盛況に終了したと報告を受たところでございます。  

次に、雪秩父既存源泉及び温泉利用検討業務中における労働災害について御報

告を申し上げます。 

令和７年１０月２日、午後１２時頃、鉄鉱泉既存井戸の現況調査及び改修作業

に従事している事業者１名が、大湯沼の南方を流れる馬場川沿いでの作業現場で、

観光客から作業員が倒れているとの知らせを受け、通報を受けた雪秩父職員とそ

の場に居合わせた自衛隊員と処置を実施し、救急車及びドクターヘリで札幌医大

へ搬送を行いました。 

その後、事業者責任者、倶知安警察署警察官及び刑事で現場検証を行い、同日

１６時３２分、搬送先で死亡が確認されたとの報告を受けました。 

検視の結果、死因の原因は硫化水素中毒と判明し、併せて硫化水素致死量を一

度に吸い込んだのではなく、高温泉湧出箇所から硫化水素を直接吸い込むような

低い姿勢での相当程度の時間を継続して作業を行っていたため、徐々に体内に蓄

積された結果、死に至ったものと判断をされました。 

また、事業者代表取締役、主任技術者が蘭越町を訪問し、災害事故発生の経緯・

状況・死亡原因の説明に見えられ、安全管理や再発防止に努めたいと報告を受け

たところでございます。 

以上、雪秩父既存源泉及び温泉利用検討業務中における労働災害の行政報告を

終わります。 

次に、米の出荷状況について御報告を申し上げます。 

　今年の天候についてですが、春先から高温傾向が続き、６月からはかなりの高

温で推移し、日照時間は平年並み、降水量は７月に少なめとなりました。 

水稲につきましては、高温から登熟が進み、平年より６日程度早い９月４日頃

から本格的に収穫が行われ、品質については、胴割れ、白未熟などの発生も少な

く、タンパク質含有率については平年並みで良好、収量についても平年並みで、

主食用米の一等米出荷比率は１００パーセントとなりました。これも生産者を　

はじめ、関係する皆さんの御努力の賜物と敬意を表するものでございます。 
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　米の出荷状況ですが、今年、本町に示された生産の目安は、主食用は８，７９

６．９トン、１４６，６１５俵で、加工用米などの主食用以外は２，８０５．８

トン、４６，７６３俵でございます。 

生産出荷団体による出荷契約数量は５５，９８６俵で、１０月２０日現在で６

８，８５０俵が出荷されております。 

以上で、米の出荷状況についての行政報告を終わります。 

次に、本日提案いたします議案の提案理由の大綱について、御説明申し上げます。 

議案第１号につきましては、令和７年度蘭越町一般会計補正予算第６号でご

ざいますが、歳入歳出それぞれ４，３６９万３，０００円の追加をお願いするも

のでございます。 

歳出の主な内容ですが、総務費では備品購入費、パソコン・プリンタ２５９万

５，０００円の追加、施設解体撤去３３万８，０００円の追加など、合わせまし

て、４４５万６，０００円の追加。衛生費では、浄化槽設置整備事業９６万円の

追加など、合わせまして１４４万６，０００円の追加。農林水産業費では補助金、

蘭越町米麦改良協会補助金５４万３，０００円の追加、スマート農業・農業支援

サービス事業１，３６２万円の追加など、合わせまして１，４２６万６，０００

円の追加。土木費では、湯出の沢１号橋橋りょう補修工事１，１９４万６，００

０円の追加、河川維持費修繕料、普通河川赤井川護岸修理１１６万５，０００円

の追加など、合わせまして１，３１１万１，０００円の追加。教育費では、学校

給食センター費修繕料、スプーン洗浄機付浸漬装置取替修理ほか１，０４１万４，

０００円の追加、歳出総額４，３６９万３，０００円を追加するものでございま

す。 

歳入につきましては、スマート農業・農業支援サービス事業導入総合サポート

緊急対策事業補助金１，３６２万円の追加、国勢調査委託金１，５２２千円の追

加など、合わせまして歳入総額４，３６９万３，０００円を充当するものでござい

ます。 

なお、詳細については、議案説明の時に担当課長から説明いたします。 

以上で、行政報告及び提案理由の大綱の説明を終わります。よろしく御審議を

お願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱

説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 日 程 第 ４ 、 議 案 第 １ 号 令 和 ７ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補

正 予 算 を 議 題 と い た し ま す 。  
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提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

梅 本 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 梅 本 聖 孝 ） 　 ただいま上程されました、議案第１号令和７年度

蘭越町一般会計補正予算第６号につきまして、御説明いたします。 

現在、この会計の予算の総額は８２億８，１３７万円で、歳入歳出それぞれ

４，３６９万３，０００円を追加し、８３億２，５０６万３，０００円とする

ものです。 

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものです。 

次に、債務負担行為は、第２表債務負担行為補正によるものです。３ページ

を御覧ください。 

変更で、庁用のパソコン・プリンタを備荒資金組合を経由して取得すること

を念頭に８９４万３，０００円の債務負担行為を措置いていたところですけれ

ども、職員が使用するパソコンについて、程度の良い中古パソコンを購入する

ことで大幅なコストダウンが図れることがわかりましたので、当初予定してい

たパソコン分を減額します。その上で７ページを御覧ください。 

２款総務費　１項総務管理費　１目総務管理費、補正額２５９万５，０００

円。１７備品購入費として、中古パソコンとプリンタを計上するものです。 

引き続き、事項別明細書の歳出を御説明いたします。 

５目企画費、補正額３３万８，０００円。１１役務費３３万８，０００円。

施設解体撤去手数料で、曙バス停待合所が老朽化により使用が危険になったこ

とから解体撤去を行うものです。 

２款総務費　５項統計調査費　４目農林業センサス費、補正額１，０００円。

特定財源国道支出金は、同調査委託金です。１０需用費１，０００円。消耗品

費です。 

５目国勢調査費、補正額１５２万２，０００円。特定財源国道支出金は、同

調査委託金です。１報酬９万３，０００円の減。指導員報酬、調査員報酬の減

額です。３職員手当等１０５万２，０００円。時間外勤務手当、管理職員特別

勤務手当です。１０需用費５６万３，０００円。消耗品費、次のページにいき

まして、食糧費です。 

４款衛生費　２項清掃費　３目浄化槽整備費、補正額１４４万６，０００円。

１８負担金補助及び交付金１４４万６，０００円。申請件数の増加により、浄

化槽設置整備事業補助金、浄化槽排水設備改造資金補助金の予算を補正するも

のです。 
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６款農林水産業費　１項農業費　３目農業振興費、補正額１，４１６万３，

０００円。特定財源の国道支出金は、スマート農業・農業支援サービス事業導

入総合サポート緊急対策事業補助金です。１８負担金補助及び交付金１，４１

６万３，０００円。米麦改良協会補助金は、米価の高騰によりＰＲ用のらんこ

し米購入に予算の不足を生じますので補正を行うものです。また、スマート農

業・農業支援サービス事業は国の補助事業で、町内の農業者が大豆、水稲の作

業を請け負う代行サービスを開始するに当たり、購入するロボットトラクター

やコンバインの購入に対して２分の１を補助するものです。 

１１目農林産物加工施設費、補正額１０万３，０００円。１０需用費１０万

３，０００円。修繕料で、農林加工施策研究施設のボイラーが故障しましたの

で、その修繕を行います。 

８款 土木費　２ 項道路橋 りょう費 　５ 目橋りょう新設改良費、補正額１，

１９４万６，０００円。１４工事請負費１，１９４万６，０００円。湯出の沢

１号橋橋りょう補修工事で、コルゲートパイプが劣化しており、基礎コンクリ

ートも不安定な状況だったことから、第２回定例会におきまして予算を補正し、

設計の委託をしておりました同橋りょうの工事請負費を予算措置するものです。 

８款 土木費　３ 項河川費 　２目河川維持費、補正額１１６万５，０００円。

１０需用費１１６万５，０００円は、吉国にあります普通河川赤井川の護岸に

一部損壊が見られることから拡大を防ぐため修繕を行います。 

１０款教育費　５項保健体育費　３目学校給食センター費、補正額１，０４

１万４，０００円。１０需用費１，０４１万４，０００円は、スプーン洗浄機

付浸漬装置と蒸気ボイラーのマイコン基盤が故障いたしましたので修理をする

ものです。 

続きまして、歳入を説明します。６ページを御覧願います。 

１６款、１７款は、説明を省略いたします。 

２１款繰越金　１項繰越金　１目繰越金、補正額２，８５５万円。１繰越金

前年度繰越金です。 

以上で説明を終わります。 

よろしく御審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 令 和 ７ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決 い た し

ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 日 程 第 ５ 、 報 告 第 １ 号 所 管 事 務 調 査 の 結 果 報 告 に つ

い て 、 総 務 文 教 常 任 委 員 長 か ら 報 告 願 い ま す 。  

３ 番 淀 谷 議 員 。  

 

〇 ３ 番（ 淀 谷 融 ）　 ただいま上程されました、報告第１号総務文教常任委員会

の所管事務調査の結果について、御報告いたします。 

令和７年９月３日に健康推進課及び住民福祉課の所管事務調査を行いました。

皆様に調査報告書をお配りしておりますので、要点のみ報告させていただきます。 

まずはじめに、健康推進課の所管事務調査について報告いたします。 

１点目の高齢者生活福祉センターの運営状況等についてですが、本施設は、令

和４年度にめなデイサービス部門と統合し、利用定員３０名となっています。 

令和４年度の利用延べ人数は５，０８３人、令和５年度５，３８０人、令和６

年度５，６３９人と、年間延べ利用者数は年々増加していましたが、令和７年度

は８月末現在２，１６７人となっており、前年度に比べ減少傾向で推移している

と報告がありました。 

また、現在１７名の職員体制で運営されており、介護員基準は満たしているも

のの、職員の代休振替や入浴サービス提供においては介護員が不足している現状

であるとのことでした。 

事業所として人員不足解消に向けて工夫をしながら取り組んでおり、午前・午

後の入浴サービスとレクリエーション活動を、午前中に入浴サービス提供、午後

からはレクリエーション活動に変更するなど、最低限の職員でサービス提供をさ

れていることを評価いたします。 

課題は、介護人材の確保であり、ここ数年継続して募集に努めていますが、や

はり難しい状況であるとのことでした。 
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今後も高齢化の進行によりサービスの需要増加が見込まれるため、難しい面も

ありますが、引き続き人材の確保に努められ、より良いサービス向上に取り組ん

でいただきたい。 

次に、訪問介護事業所の運営状況等についてですが、令和４年度には３４名の

利用者がおりましたが、令和５年度、令和６年度は２０名程度に減少しました。

理由としては施設入所や途中でやめられた方がおり、令和７年度８月末現在の利

用者数は１７名とのことでした。 

サービスの内容別利用者数は、令和４年度の生活援助利用者数２０人、身体介

護利用者数１４名でしたが、令和７年度の生活援助利用者数は７人、身体介護利

用者数は１０人とのことでした。 

また、通院介助については、利用者数はほぼ増えておりませんが、令和６年度

からは週２回の利用者受け入れにより延べ回数が増え、今後も増加する見込みで

あると報告がありました。 

職員数については現在３名ですが、基準によると訪問介護員が常勤加算で２．

５人以上ということで３名が必要で、その内サービス提供責任者１名の配置が必

要であることから、現状においては訪問介護員が不足となっていると報告があり

ました。 

このような厳しい状況の中で、事業所として人員不足解消に向けて介護度が高

い利用者の優先契約、利用回数の調整、通院移送時における職員による福祉有償

運送運転者講習受講などに取り組まれて対応されていることを評価いたします。 

課題は、やはり介護人材の確保であり、介護職員の処遇改善が必要と思われま

すが、昨年の訪問介護の基本報酬引き下げによって全国的に経営困難に陥り、事

業所の廃止等も多いようです。 

訪問介護事業は今後も必要でありますので、事業所の継続に向けて、介護職員

への財政支援や介護報酬の引き上げについて、国や関係機関への要望活動をさら

に講ずるべきと考えます。 

続いて、住民福祉課の所管事務調査の報告をいたします。 

１点目の蘭越町子ども・子育て支援事業計画についてですが、計画の基本的な

考え方として、子どもを大切にする、安心して産み育てる環境の整備に努める、

地域の特色を生かすことの３つの考え方を念頭に、社会にとって子どもは希望で

あり、未来の力であり、未来の投資であることから、子ども・子育てを地域社会

全体で支援していくと説明がございました。 

また、基本的にはこれまでの第２期計画を継続しつつ、地域子ども・子育て支

援事業に新たに６事業、子育て世帯訪問支援・児童育成支援拠点・親子関係形成

支援・産後ケア・妊婦等包括相談支援・乳児等の通園支援を追加し取り組んでい
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くと報告がありました。 

本計画に掲げられた各施策に取り組まれ、子ども・子育て支援の充実に向けて

展開されていくことを期待いたします。 

次に、新設ベアーズこども園の運営状況等についてです。 

平成２５年５月、定員５名の家庭的保育事業からスタートし、昨年度から新た

な園舎整備を進められ、今年の４月から定員１９名の小規模保育所Ｂ型に認可変

更して新たにスタートされました。 

総事業費は１億１，５５０万円、国費が６，３５２万５，０００円、自己資金

が２，３１０万円、それで、町から２，８８７万５，０００円が補助され、この

うち子ども・子育て基金から１，０００万円が充当さてれているとのことでした。 

現在の入所児童者数は１１名、職員は１４名で運営されていると説明がありま

した。 

また、町から子育て支援短時間利用事業も受託しており、近年はニセコエリア

でサービス業に従事する方の利用が増加しており、利用者からは高く評価されて

いると考えます。 

担当者からの説明後、こども園を見学いたしました。園内には見守りカメラが

設置されており、児童の安全の確保等のために、転倒や急な体調変化を事務所内

でリアルタイムに確認できるシステム整備がされておりました。 

また、児童が気軽に遊ぶことのできるボルダリングの施設なども整備されてお

りました。 

入所児童は、父母の一方が外国籍である児童も多く、大変国際色のあふれる園

で、管理者からは児童が卒園されるときには、とても日本語を上手に話せるよう

になっているとのお話がありました。 

今後も、園児たちが楽しく安全に活動でき、国際交流が深められるこども園と

して環境整備に努められることを希望いたします。 

この度の調査をもちまして、当委員会の所管事務調査は全て終了いたしました。 

各担当課の職員の皆様の御協力に感謝し、当委員会の最終報告といたします。 

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査の報告を終わります。 

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ） 　 こ れ を も っ て 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  

 

〇 議 長（ 熊 谷 雅 幸 ）　 以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は全部

終了いたしました。 

これにて、令和７年第４回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。 
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午前１０時３１分　閉会


